
百
姓
一
摸
に
は
「
作
法
」
が
存
在
し
た
。
一
九
八
○
年
代
以
降
の
百
姓
一
摸
研
究
は
、
百
姓
一
摸
に
共
通
の
組
織
的
特
徴
と
行
動
様

式
Ⅱ
「
作
法
」
の
発
見
と
、
そ
れ
が
一
八
世
紀
前
期
に
成
立
し
、
一
九
世
紀
に
変
質
・
崩
壊
し
て
い
く
あ
り
よ
う
を
、
百
姓
一
摸
そ
の

＊
ｌ

も
の
の
行
動
分
析
か
ら
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
従
来
、
「
竹
槍
薦
旗
」
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
き
た
武
装
蜂
起
と
し
て
の
百
姓
一
撲
像
が
克
服
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ

れ
に
よ
っ
て
百
姓
一
摸
と
近
世
社
会
の
関
係
を
め
ぐ
る
新
た
な
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
百
姓
一
摸
を
め
ぐ
る
社

＊
Ｚ

深
谷
克
己
氏
は
、
｝
」
う
し
た
百
姓
一
摸
研
究
の
動
向
を
受
け
て
、
百
姓
一
摸
が
「
国
家
な
い
し
は
社
会
の
了
解
を
得
て
い
る
実
力
行

使
と
（
中
略
）
ど
こ
ま
で
同
質
で
ど
こ
ま
で
異
質
な
の
か
」
と
問
題
提
起
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
深
谷
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
近

世
の
治
者
被
治
者
に
分
け
持
た
れ
て
い
る
法
規
範
を
全
体
的
に
解
き
明
か
す
う
え
で
も
」
非
常
に
大
事
な
問
題
を
含
ん
で
お
り
、
ま
た

れ
に
よ
っ
て
百
姓
一
摸
と
近
世
社
へ

会
的
規
範
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。

宝
暦
二
年
上
田
藩
宝
暦
騒
動
に
お
け
る
藩
の
対
応

’
’
八
世
紀
の
一
摸
鎮
圧
策
を
め
ぐ
っ
て

は
じ
め
に

林
進
一
郎
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百
姓
一
摸
と
い
う
民
衆
運
動
の
固
有
性
の
問
題
を
考
え
て
い
く
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
研
究
状
況
を
ふ
ま
え
、
旧
稿
で
は
百
姓
一
摸
を
め
ぐ
る
村
や
地
域
の
対
応
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
｜
撲
後
の
「
保
障
シ
ス

＊
３

テ
ム
」
を
切
り
口
と
し
て
、
百
姓
一
摸
の
社
会
的
位
置
を
考
察
し
た
。
た
だ
し
、
そ
｝
」
で
は
百
姓
一
摸
を
め
ぐ
る
領
主
的
対
応
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討
で
き
て
お
ら
ず
、
課
題
と
し
て
残
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
領
主
に
よ
る
百
姓
一
摸
の
鎮

圧
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
百
姓
一
摸
の
社
会
的
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
作
業
の
一
助
と
し
た
い
。＊
４

＊
５

百
姓
一
摸
の
鎮
圧
策
に
つ
い
て
は
、
鎮
圧
時
に
お
け
る
領
主
側
の
鉄
砲
使
用
の
問
題
を
論
じ
た
、
中
島
明
氏
、
小
椋
喜
一
郎
氏
、
安

＊
６

藤
優
一
郎
氏
の
研
究
が
あ
げ
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
小
椋
氏
、
安
藤
氏
の
研
究
は
、
領
主
側
・
百
姓
側
双
方
の
間
に
百
姓
一
摸
に
お
け
る

鉄
砲
不
使
用
の
原
則
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
（
「
鉄
砲
相
互
不
使
用
原
則
』
、
そ
れ
が
一
九
世
紀
に
入
っ
て
「
崩
壊
」
し
て
い
く
ま
で

の
様
相
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
重
要
な
成
果
で
あ
る
。

本
稿
で
は
小
椋
氏
、
安
藤
氏
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
主
と
し
て
領
主
に
よ
る
鉄
砲
使
用
の
有
無
に
問
題

関
心
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
鑑
み
て
、
鉄
砲
使
用
の
有
無
に
限
定
さ
れ
な
い
、
百
姓
一
摸
を
め
ぐ
る
領
主
側
の
幅
広
い
対
応
の
あ
り

方
を
問
題
化
し
た
い
。
こ
の
点
は
、
百
姓
一
摸
の
社
会
的
位
置
を
考
え
て
い
く
上
で
必
要
不
可
欠
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
以
下
、

本
稿
で
は
宝
暦
二
年
（
一
七
六
一
）
信
濃
国
上
田
藩
宝
暦
騒
動
を
事
例
と
し
て
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
領
主
側
の
一
摸
鎮
圧
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
矛
盾
や
課
題
が
存
在
し
た
の
か
を
、
百
姓
一
摸
と
対
時
し
た
藩
役
人
の
一
摸
体

験
か
ら
考
察
し
、
「
鉄
砲
相
互
不
使
用
原
則
」
が
崩
壊
す
る
一
九
世
紀
を
展
望
し
た
い
。
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＊
『
Ｊ

本
稿
で
対
象
と
す
う
（
）
上
田
藩
宝
暦
騒
動
に
つ
い
て
は
、
横
山
十
四
男
氏
の
研
究
が
知
ら
れ
る
。
横
山
氏
は
一
摸
の
展
開
過
程
の
詳
細

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
「
義
民
伝
承
」
の
観
点
か
ら
当
一
摸
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
行
う
な
ど
、
氏
が
明
ら
か
に
し
た
成
果
は

＊
〈
ひ

重
要
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
横
山
氏
の
成
果
に
依
拠
し
つ
つ
Ｊ
偽
）
、
前
述
の
問
題
関
心
に
基
づ
き
、
上
田
藩
の
対
応
に
重
点
を
お
き
な
が

ら
、
当
一
摸
の
展
開
過
程
を
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
際
に
注
目
し
た
い
の
が
、
｜
撲
発
生
時
に
上
田
藩
の
郡
奉
行
で
あ
っ
た
桂
覚
右
衛
門
が
作
成
し
た
「
小
遥
録
」
と
「
私
議
政
事

録
」
と
い
う
２
つ
の
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
、
｜
撲
後
の
宝
暦
一
二
年
一
一
月
に
、
上
田
藩
家
老
の
師
岡
加
兵
衛
あ
て
に
作

成
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
も
の
で
、
上
田
藩
宝
暦
騒
動
お
よ
び
そ
の
前
後
の
藩
内
の
様
子
が
詳
細
に
認
め
ら
れ
た
史
料
で
あ
る
。

＊
ｑ
）

「
小
遥
録
」
と
「
私
議
政
事
録
」
に
つ
い
て
は
、
横
山
氏
の
著
書
に
お
い
て
も
概
略
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
水
野
哲
氏
に
よ
っ

中
皿

て
史
料
翻
刻
が
行
わ
れ
、
あ
わ
せ
て
同
史
料
に
Ｊ
⑬
）
と
づ
く
一
摸
の
展
開
過
程
の
詳
細
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
近
年
刊
行
さ
れ
た

＊
Ⅲ

「
上
田
市
史
」
に
お
い
て
Ｊ
い
〉
同
史
料
の
存
在
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
一
撲
後
に
郡
奉
行
の
職
を
罷
免
さ

れ
た
桂
覚
右
衛
門
の
そ
の
後
の
治
政
観
の
変
化
な
ど
に
は
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
上
田
藩
の
一
摸
鎮
圧
の
対
応
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
は
注
目
し
て
お
ら
ず
、
本
稿
の
問
題
関
心
の
観
点
か
ら
の
分
析
は
い
ま
だ
試
み
ら
れ
て
い
な
い
。
私
見
で
は
、
一
八
世
紀
の
一

摸
鎮
圧
策
を
検
討
す
る
う
え
で
、
当
該
史
料
は
格
好
の
素
材
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
の
「
小
髭
録
」
と
「
私
議
政
事
録
」
を
中
心
的
な
史
料
と
し
て
、
第
一
に
上
田
藩
の
一
摸
鎮
圧
の
対
応
の
あ
り

方
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
た
い
。
続
い
て
、
一
撲
勢
の
鎮
圧
に
あ
た
っ
た
郡
奉
行
桂
覚
右
衛
門
に
と
っ
て
上

上
田
藩
宝
暦
騒
動
と
藩
の
対
応

1１１



１
百
姓
勢
の
行
動

上
田
藩
宝
暦
騒
動
は
宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）
一
二
月
一
一
日
か
ら
一
一
一
一
日
に
か
け
て
、
領
内
一
○
三
か
村
で
発
生
し
た
強
訴
・

打
ち
こ
わ
し
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
郡
奉
行
桂
覚
右
衛
門
が
目
の
当
た
り
に
し
た
上
田
藩
宝
暦
騒
動
と
は
ど
の
よ
う
な
一
摸
だ
っ
た

の
か
、
そ
の
展
開
過
程
に
お
け
る
百
姓
勢
の
動
向
を
み
て
い
き
た
い
。

上
田
藩
で
は
、
宝
暦
期
に
入
る
と
財
政
窮
迫
の
た
め
、
金
納
年
貢
の
相
場
を
高
め
に
定
め
た
り
、
諸
運
上
の
課
税
を
新
設
し
た
り
、

江
戸
藩
邸
奉
公
人
給
金
を
奉
公
人
供
給
元
の
村
方
に
補
わ
せ
る
出
入
催
合
金
を
徴
収
す
る
な
ど
、
数
々
の
増
徴
策
が
取
ら
れ
た
。
宝
暦

二
年
に
な
る
と
、
新
参
郡
奉
行
中
村
弥
左
衛
門
の
発
案
で
、
元
文
五
年
（
一
七
四
○
）
以
来
実
施
し
て
き
た
定
免
法
を
検
見
法
に
切

り
替
え
、
検
見
役
人
の
宿
代
を
村
方
負
担
と
し
た
た
め
領
内
か
ら
は
反
発
す
る
声
が
増
え
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
一
摸
は
浦
野
組

を
発
頭
と
し
て
計
画
さ
れ
、
二
日
夜
に
領
内
村
々
へ
参
加
強
制
が
掛
け
ら
れ
た
。
「
上
田
縞
崩
格
子
」
に
よ
れ
ば
、
塩
田
組
は
「
長

＊
旧

池
の
土
手
」
、
浦
野
組
・
小
泉
組
は
「
上
田
原
の
赤
坂
」
へ
結
集
し
、
「
十
一
一
日
未
明
」
か
ら
城
下
へ
押
し
掛
け
た
と
さ
れ
る
。

＊
川

城
下
へ
押
し
か
け
た
百
姓
勢
に
つ
い
て
「
原
町
問
屋
日
記
」
で
は
「
追
々
大
勢
入
込
、
上
ノ
木
戸
側
よ
り
最
初
相
詰
、
其
よ
り
大

手
へ
相
詰
」
め
、
「
暮
一
一
及
御
城
内
升
形
迄
百
姓
入
込
」
と
あ
り
、
百
姓
勢
が
大
手
門
を
越
え
、
升
形
へ
侵
入
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
に
対
し
、
藩
側
で
は
郡
奉
行
桂
覚
右
衛
門
・
中
村
弥
左
衛
門
ら
が
鎮
撫
に
駆
け
つ
け
る
が
、
こ
の
時
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
史
料

１
．
２
を
み
て
み
た
い
。

＊
胞

田
藩
宝
暦
騒
動
の
体
験
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
か
を
考
察
Ｉ
」
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

＊
鳩

〔
史
料
１
△
〕

（
前
略
）
御
奉
行
中
、
九
郎
兵
衛
殿
御
屋
敷
へ
御
除
候
江
ハ
追
詰
、
御
門
之
御
内
二
候
得
ハ
打
か
お
し
、
時
ノ
声
を
度
々
聞
へ
申
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（
マ
マ
）

（
前
略
）
即
郡
奉
行
桂
角
左
衛
門
、
同
中
村
弥
左
衛
門
両
人
馬
上
二
て
被
罷
越
被
申
候
ハ
、
其
方
共
願
之
節
有
之
ハ
村
役
人
ヲ
以

訴
訟
可
申
所
、
斯
大
勢
徒
党
を
構
へ
来
候
事
、
不
届
至
極
也
、
早
●
ク
皆
々
引
取
可
申
、
左
も
無
之
候
ハ
、
、
壱
人
も
無
事
に
戻
し

申
間
敷
と
て
、
鑓
の
鞘
を
は
づ
し
被
申
候
由
、
其
時
百
姓
共
答
申
候
ハ
（
中
略
）
大
勢
一
度
に
声
を
上
け
、
両
人
を
既
に
馬
上
よ

り
引
落
さ
ん
と
す
る
躰
也
け
れ
ば
、
両
人
ハ
無
余
儀
、
大
手
門
之
内
三
ノ
丸
岡
部
九
郎
兵
衛
屋
敷
の
内
へ
被
逃
込
、
百
姓
共
続
て

駆
込
、
右
九
郎
兵
衛
表
門
一
シ
打
潰
シ
（
中
略
）
其
時
御
門
脇
塀
ノ
上
よ
り
家
老
久
松
主
馬
、
物
頭
天
野
十
郎
太
夫
両
人
出
ら
れ

被
申
候
ハ
（
中
略
）
又
長
キ
鳶
口
二
て
両
人
ヲ
も
引
落
さ
ん
と
す
る
鉢
一
一
相
見
へ
、
早
々
引
取
被
申
候
得
ハ
、
其
時
大
勢
続
て
駆

寄
、
御
門
之
一
扉
壱
枚
打
破
り
（
後
略
）

こ
こ
か
ら
以
下
の
点
が
判
明
す
る
。
①
鎮
撫
に
駆
け
つ
け
た
郡
奉
行
桂
覚
右
衛
門
ら
が
城
内
三
の
九
に
あ
っ
た
家
老
岡
部
九
郎
兵
衛

方
へ
退
散
し
た
こ
と
、
②
城
内
へ
侵
入
し
た
百
姓
勢
と
、
桂
・
中
村
・
久
松
ら
藩
役
人
と
の
間
で
小
競
り
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
、
③
郡

奉
行
ら
が
退
散
し
た
先
の
岡
部
方
や
「
御
屋
形
」
ま
で
百
姓
勢
が
押
し
寄
せ
た
こ
と
、
④
岡
部
方
や
「
御
屋
形
」
の
門
に
手
を
掛
け
、

門
扉
を
打
ち
破
り
、
あ
る
い
は
門
内
へ
矢
切
を
引
き
抜
い
て
投
げ
入
れ
る
な
ど
「
狼
籍
」
を
働
い
た
こ
と
、
で
あ
る
。

之
内
へ＊
脇

〔
史
料
２
〕

候
、
（
中
略
）
然
処
塩
尻
組
、
国
分
寺
組
、
田
中
組
不
残
百
姓
御
城
内
二
相
詰
、
時
ノ
声
を
上
言
語
道
断
大
変
二
御
座
候
、
既
二

御
屋
形
御
門
手
を
掛
ヶ
、
土
手
上
、
矢
切
引
抜
御
門
之
内
へ
拠
込
狼
籍
（
中
略
）
十
二
日
百
姓
押
寄
セ
、
御
奉
行
中
下
知
請
不

申
、
悪
言
申
欠
詰
寄
セ
候
節
、
桂
氏
鑓
ノ
鞘
押
合
抜
ヶ
候
共
申
侯
、
百
姓
名
乗
掛
鑓
玉
請
可
申
と
立
騒
、
鑓
持
早
々
逃
候
由
、

（
中
略
）
此
節
岡
部
氏
門
戸
ひ
ら
を
破
り
、
此
節
中
村
弥
左
衛
門
殿
塀
越
二
書
付
被
読
候
得
ハ
、
百
姓
謙
二
て
な
ぐ
り
、
危
ク

早
々
裏
通
り
直
次
郎
様
御
屋
敷
よ
り
御
屋
形
へ
御
除
候
所
、
百
姓
見
付
迫
付
追
掛
、
御
門
手
を
掛
、
土
手
も
が
り
引
抜
、
御
門
内

投
込
候
由
（
後
略
）

1１３



｢安政年間上田城下町絵図（部分、－部ｶﾛｴ)」

(協力：上田市マルチメディア１W報センター）

図版

参
照
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
一
撲
後
の
藩
の
吟
味
に
お
い
て
も

「
十
一
日
之
夜
御
屋
形
墨
御
門
前
、
浦
野
組
、
塩
川
組
、
小
泉
組
、

洗
馬
組
右
四
ヶ
組
大
勢
押
入
、
狼
籍
之
事
、
表
御
門
戸
ひ
ら
板
打

＊
Ⅳ

破
り
、
岡
部
九
郎
兵
衛
様
御
門
打
破
り
候
」
と
確
認
で
き
る
。
当

時
藩
主
は
在
府
中
で
あ
り
、
こ
う
し
た
行
動
は
藩
主
の
留
守
を
見

計
ら
っ
て
の
行
動
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
上
田
藩
宝
暦
騒
動
で
は
、
百
姓
勢
ら
が
城
内
に
侵
入

せ
、
か
つ
矢
切
を
引
き
抜
い
て
門
内
へ
投
げ
入
れ
る
な
ど
の
実
力

行
使
を
働
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
は

し
寄
せ
、
一

形
」
と
は
、

た
だ
し
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
百
姓
勢
が
武
器
の
携
行
お
よ

び
使
川
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
史
料
は
な
く
、
彼
ら
の
行

動
は
あ
く
ま
で
百
姓
一
摸
の
「
作
法
」
に
即
し
た
行
動
で
あ
っ
た

＊
蝿

こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
百
姓
勢
に
「
御
屋
形
」
付
近
ま

上
田
藩
宝
暦
騒
動
の
展
開
過
程
の
特
徴
と
し
て
注
Ⅱ
さ
れ
る
が
、

以
上
、
上
田
藩
毒

し
、
三
の
九
に
あ
っ

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
百
姓
勢
ら
が
「
御
屋
形
」

寄
せ
、
門
に
手
を
掛
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

三
の
九
に
あ
る
藩
主
の
邸
宅
を
指
し
て
い
る

た
家
老
岡
部
方
や
藩
主
邸
宅
ま
で
押
し
害

ま
で
岬

「
御
屋

（
図
版
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１８世紀の－摸鎮圧策をめぐって宝暦１１年上田藩宝暦騒動における藩の対応

う
で
あ
る
。

（
前
略
）
其
節
太
郎
私
江
被
申
聞
候
ハ
、
鐘
を
ご
ん
ノ
ー
と
二
つ
つ
き
候
へ
ハ
、
家
中
の
妻
子
を
寺
方
江
退
ケ
候
筈
ニ
侯
と
被
申

候
得
共
、
表
向
江
ハ
左
様
之
申
伝
も
申
触
茂
無
之
候
、
御
勝
手
向
江
ハ
御
目
付
よ
り
相
触
候
由
、
依
之
表
向
に
て
も
聞
伝
、
（
中

略
）
弥
百
姓
推
寄
候
得
は
、
若
殿
様
、
真
次
郎
様
初
御
家
門
方
諸
士
一
統
御
城
入
と
申
事
に
て
、
誰
々
ハ
御
先
二
参
ル
、
誰
々
ハ

殿
り
と
申
事
も
有
之
候
（
後
略
）

こ
れ
は
一
二
日
夜
頃
の
城
内
の
様
子
で
あ
る
。
家
中
の
妻
子
は
寺
へ
避
難
さ
せ
、
百
姓
勢
が
さ
ら
に
押
し
寄
せ
て
き
た
際
に
は
、
藩

士
は
「
御
城
入
」
の
取
り
決
め
を
行
っ
て
お
り
、
緊
迫
し
た
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
後
二
承
候
得
は
其
日
、
弥
百

姓
推
寄
候
得
は
、
松
城
江
は
野
間
小
右
衛
門
加
勢
之
御
無
心
之
御
使
者
、
小
諸
江
ハ
木
村
悟
右
同
断
御
無
心
之
御
使
者
、
真
次
郎
様
よ

り
被
仰
付
候
由
」
（
「
小
遥
録
」
九
一
頁
）
と
、
百
姓
勢
が
城
へ
押
し
寄
せ
た
際
の
松
代
藩
・
小
諸
藩
へ
の
加
勢
も
計
画
さ
れ
て
い
た
よ

藩
で
は
百
姓
勢
が
城
下
に
押
し
寄
せ
、

を
聞
き
届
け
に
赴
い
て
い
る
。
こ
の
碑

〔
史
料
３
〕
（
「
小
遥
録
」
九
二
頁
）

こ
の
よ
う
に
上
田
藩
で
は
郡
奉
行
ら
に
鎮
撫
に
当
た
ら
せ
な
が
ら
、
城
内
で
は
万
が
一
に
備
え
た
対
応
が
図
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、

注
目
し
た
い
の
は
一
三
日
に
再
び
百
姓
勢
が
「
追
寄
候
而
、
是
非
御
役
人
を
貰
候
と
申
風
説
」
（
「
小
趨
録
」
九
一
頁
）
を
受
け
た
際
の

で
侵
入
を
許
し
た
藩
側
の
対
応
の
あ
り
方
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

２
上
田
藩
の
対
応

で
は
、
以
上
み
て
き
た
百
姓
勢
の
行
動
に
対
し
て
、
上
田
藩
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
上
田

で
は
百
姓
勢
が
城
下
に
押
し
寄
せ
、
大
手
門
へ
詰
め
は
じ
め
た
際
に
、
郡
奉
行
桂
覚
右
衛
門
・
中
村
弥
左
衛
門
ら
が
百
姓
勢
の
願
意

聞
き
届
け
に
赴
い
て
い
る
。
こ
の
時
の
城
内
の
様
子
に
つ
い
て
、
桂
覚
右
衛
門
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

〔
史
料
３
〕

ラ



（
前
略
）
其
節
、
兵
庫
殿
御
取
計
に
て
、
貸
し
候
役
人
共
ハ
御
城
内
へ
入
置
、
百
姓
共
を
御
屋
形
之
内
江
入
、
ざ
か
し
候
様
に
可

申
侯
、
其
節
ハ
槍
を
ヶ
様
二
備
へ
な
ど
ト
申
御
評
議
に
て
御
座
侯
（
後
略
）

史
料
４
か
ら
は
、
百
姓
勢
か
ら
引
渡
し
を
要
求
さ
れ
て
い
る
藩
役
人
ら
を
城
内
に
匿
っ
た
上
で
、
百
姓
勢
に
「
御
屋
形
」
内
を
探
索

さ
せ
、
目
当
て
の
役
人
が
い
な
い
こ
と
を
納
得
さ
せ
て
帰
村
さ
せ
る
方
針
が
評
議
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
実
際
に
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
が
、
当
該
時
期
の
一
摸
鎮
圧
策
と
し
て
注
目
す
べ
き
対
応
で
あ
る
。

藩
主
在
府
中
と
は
い
え
、
「
御
屋
形
」
内
ま
で
百
姓
勢
の
侵
入
を
許
可
し
よ
う
と
す
る
上
田
藩
の
対
応
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に

理
解
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
百
姓
一
摸
に
対
す
る
藩
の
基
本
姿
勢
と
し
て
は
、
①
鉄
撫
の
た
め
に

＊
脚

＊
釦

要
求
を
ひ
と
ま
ず
承
諾
し
て
、
一
撲
勢
を
解
散
さ
せ
る
こ
と
、
②
「
鉄
砲
相
互
不
使
用
原
則
」
に
基
づ
く
武
力
発
動
の
抑
制
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
「
鉄
砲
相
互
不
使
用
原
則
」
は
百
姓
勢
が
鉄
砲
を
使
用
し
な
い
か
ら
こ
そ
、
領
主
側
も
使
用
せ
ず
、
領
主
側
が
使
用
し
な

い
か
ら
こ
そ
、
百
姓
勢
も
使
用
し
な
い
と
い
っ
た
、
領
主
・
百
姓
相
互
の
不
使
用
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）

対
応
で
あ
る
。

た
だ
し
、
領
主
側
が
鉄
砲
に
よ
る
鎮
圧
を
行
う
場
合
が
全
く
無
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
「
鉄
砲
相
互
不
使
用
原
則
」
の
適
用
外
と
す

る
ケ
ー
ス
が
存
在
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
①
百
姓
勢
が
鉄
砲
を
使
用
し
た
場
合
、
②
百
姓
勢
が
城
内
に
侵
入
し
た
場
合

＊
皿

な
ど
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
中
島
明
氏
が
「
領
主
権
力
の
象
徴
で
あ
る
城
や
陣
屋
に
歯
慶
民
が
侵
入
す
る
と
い
う
具
体
的
事
実
が
発

生
し
た
場
合
に
の
み
発
砲
し
う
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
き
た
場
合
、
前
述
し
た
上
田
藩
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
の
か
。
上
田
藩
で
は
百
姓
勢
を
城
内
へ
侵
入

に
鉄
砲
不
使
用
の
法
令
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
領
主
側
が
鉄
砲
に
よ
る
鎮
圧
を
一

〔
史
料
４
〕
今
小
遥
録
」
九
一
頁
）
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宝暦１１年上田藩宝暦騒動における藩の対応－１８世紀の一摸鎮圧策をめぐって

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
い
え
ば
、
一
三
日
の
風
聞
に
対
し
、
百
姓
勢
を
「
御
屋
形
」
に
侵
入
さ
せ
て
ま
で
、
帰
村
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
こ

そ
、
今
回
の
一
摸
に
対
す
る
上
田
藩
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
上
田
藩
は
、
百
姓
勢
が
城
内
へ
侵
入
し
よ
う
と

も
、
あ
く
ま
で
鉄
砲
を
使
用
せ
ず
、
藩
主
の
邸
宅
で
あ
る
「
御
屋
形
」
内
に
百
姓
勢
を
入
れ
て
ま
で
穏
便
に
解
散
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

桂
は
「
小
髭
録
」
の
中
で
、
上
田
藩
宝
暦
騒
動
を
振
り
返
り
「
此
度
百
姓
之
騒
動
は
強
訴
に
て
一
摸
に
て
ハ
無
之
侯
」
（
九
二
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
「
一
摸
」
と
は
、
武
装
蜂
起
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
認
識
が
上
田
藩
の
対
応
の
根
底
に
あ
っ
た

＊
麹

と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
、
上
田
藩
は
当
初
か
ら
〈
７
回
の
一
摸
の
鎮
圧
に
鉄
砲
の
使
用
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

＊
型

し
か
し
、
一
摸
鎮
圧
に
あ
た
っ
た
桂
覚
右
衛
門
の
「
小
銭
録
」
と
「
私
議
政
事
録
」
で
は
、
百
姓
勢
の
鉄
砲
の
有
無
に
関
す
る
一
一
一
一
巨
及

ど
こ
ろ
か
、
百
姓
勢
の
得
物
に
関
す
る
言
及
が
ほ
と
ん
ど
無
い
の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
桂
の
得
物
Ⅱ
鉄
砲
の
問
題
に
対
す
る
関
心
の
低
さ
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
桂
が
藩
か
ら
一
摸
鎮
圧
の
担
当
者

と
し
て
命
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
上
田
藩
自
体
が
百
姓
勢
の
鉄
砲
の
有
無
に
関
心
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ

使
用
し
な
か
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。

さ
せ
た
う
え
、
家
老
岡
部
方
の
表
門
の
一
部
が
壊
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
上
田
藩
は
一
摸
鎮
圧
の
た
め
の
鉄
砲
の
使
用
は

行
わ
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
鉄
砲
相
互
不
使
用
原
則
の
存
在
か
ら
す
れ
ば
、
百
姓
勢
が
鉄
砲
を
使
用
し
な
か
っ
た
か
ら
、
上
田
藩
で
も

た
の
で
あ
る
。

力、
｡
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１
武
士
と
し
て
の
◆
も
ど
か
し
さ
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
桂
は
上
田
藩
の
一
摸
鎮
圧
の
担
当
者
と
し
て
、

次
の
史
料
５
は
そ
の
時
の
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
史
料
５
〕
（
「
私
議
政
事
録
」
九
○
頁
）

｜
』

こ
こ
ま
で
上
田
藩
の
一
摸
鎮
圧
策
を
み
て
き
た
が
、
実
際
に
百
姓
勢
と
対
時
し
て
そ
の
鎮
撫
の
任
に
当
た
っ
た
郡
奉
行
桂
覚
右
衛
門

に
と
っ
て
上
田
藩
宝
暦
騒
動
は
い
か
な
る
体
験
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
桂
自
身
は
ど
の
よ
う
な
意
識
の
も
と
に
鎮
撫
を
行
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
桂
を
通
し
て
、
上
田
藩
の
対
応
の
あ
り
方
に
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な
矛
盾
や
課
題
が
存
在
し
た
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

以
下
、
桂
の
一
摸
体
験
を
み
て
い
こ
う
。

二
郡
奉
行
桂
覚
右
衛
門
の
一
摸
体
験

〔
史
料
５
〕

（
前
略
）

有
、
御
郡
代
之
印
形
付
に
て
無
之
候
ハ
、
請
取
な
と
申
も
有
、
追
々
参
候
も
の
ハ
、
願
筋
を
聞
届
呉
候
様
に
申
侯
、
段
々
大
勢
一
一

兵
衛
殿
に
て
壱
枚
板
を
借
り
、
夫
に
筆
二
本
に
て
大
筆
に
相
認
高
差
上
ヶ
見
せ
申
侯
得
共
、
酒
に
酔
候
も
の
多
御
座
侯
へ
ハ
、
是

聞
届
候
段
大
筆
二
相
認
、
九
郎
兵
衛
殿
屋
敷
之
塀
よ
り
下
ヶ
見
せ
申
侯
得
共
、
読
不
申
候
哉
、
引
む
し
り
捨
申
候
、
其
後
ハ
九
郎

ハ
相
な
り
候
、
彼
是
と
申
内
に
九
つ
過
に
て
相
な
り
可
申
侯
、
何
程
申
聞
候
て
も
届
キ
不
申
侯
ヘ
ハ
、
中
折
弐
枚
継
合
せ
、
願
筋

ハ
、
只
今
願
之
通
可
被
仰
付
と
申
も
有
、
願
筋
被
聞
届
候
証
文
を
御
渡
可
被
下
候
と
申
茂
有
、
壱
村
切
御
渡
可
被
下
候
と
申
も

大
勢
の
事
故
訳
も
聞
江
不
申
候
間
、
何
茂
願
筋
聞
届
候
段
、
高
聲
に
再
三
申
聞
候
得
共
、
（
中
略
）
願
筋
聞
届
申
聞
候
へ

二
日
に
百
姓
勢
が
押
し
寄
せ
る
大
手
へ
駆
け
つ
け
て
い
る
。
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宝暦１１年上田藩宝暦騒動における藩の対応－１８世紀の－摸鎮圧策をめぐって

こ
れ
を
前
述
の
史
料
１
．
２
と
あ
わ
せ
て
鑑
み
れ
ば
、
小
競
り
合
い
の
最
中
に
、
桂
覚
右
衛
門
が
槍
の
鞘
を
抜
き
、
百
姓
勢
と
対
時

し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。
槍
の
鞘
を
抜
い
た
行
為
が
主
体
的
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
そ
れ
は
結
果
と
し
て
百
姓
勢

を
威
嚇
す
る
意
味
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
百
姓
勢
は
か
え
っ
て
「
鑓
玉
請
可
申
」
や
「
胸
を
招
て
突
く
と
楠
ぢ
寄
り
」
、

姓
の
勢
、
文
勢
の
限
ニ
ハ
無
御
座
侯
（
後
略
）

こ
の
時
に
桂
と
と
も
に
大
手
へ
駆
け
つ
け
た
の
は
家
老
岡
部
九
郎
兵
衛
と
郡
奉
行
中
村
弥
左
衛
門
で
あ
る
。
史
料
５
の
傍
線
部
①
で

は
、
彼
ら
が
百
姓
勢
に
対
し
て
願
い
を
聞
き
届
け
た
旨
申
し
伝
え
る
が
、
証
文
の
下
付
な
ど
を
申
し
募
り
聞
き
入
れ
な
い
様
子
が
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
説
諭
を
聞
き
入
れ
な
い
百
姓
勢
と
の
間
で
小
競
り
合
い
が
起
き
て
い
る
（
傍
線
部
②
）
。
そ
し
て
、
そ
の
時
の

百
姓
勢
の
勢
い
を
、
桂
は
「
文
勢
の
限
一
一
ハ
無
御
座
侯
」
（
傍
線
部
③
）
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
「
其
節
百
姓
の
勢
、
文
勢
の
限
ニ
ハ
無
御
座
候
」
の
実
際
の
出
来
事
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

＊
割

〔
史
料
６
〕

を
ざ
れ
候
ヘ
ハ
そ
れ
切
に
て
候
ヘ
ハ
、
門
柱
に
寄
添
始
終
不
動
に
居
申
候
、
（
中
略
）
夜
入
候
而
、
御
屋
形
御
用
部
屋
に
て
当
日

３

之
勤
書
ざ
っ
と
相
認
、
加
兵
衛
殿
江
差
出
候
、
当
日
之
有
様
尋
侯
も
の
も
無
之
候
得
は
、
不
問
語
可
仕
様
茂
無
御
座
候
、
其
節
百

押
懸
候
、
弥
左
衛
門
ハ
腕
先
茂
有
之
候
ヘ
ハ
押
返
候
へ
共
、
私
ハ
非
力
に
候
ヘ
ハ
、
む
さ
と
左
様
の
事
仕
、
大
勢
の
中
へ
お
し
た

非
之
差
別
茂
無
之
候
、
（
中
略
）
私
共
其
後
ハ
九
郎
兵
衛
殿
之
門
前
へ
参
居
申
候
得
は
、
大
勢
に
て
私
共
居
候
所
へ
む
し
や
ら
に

（
前
略
）
役
人
被
申
侯
に
は
、
然
ぱ
御
上
様
江
可
申
達
証
拠
を
遣
し
可
申
由
に
て
、
証
文
三
本
被
差
出
候
所
に
、
百
姓
請
取
拝
見

仕
、
此
証
文
に
て
は
不
承
知
仕
と
言
な
が
ら
、
す
ん
ぐ
に
引
割
丸
め
て
投
付
候
へ
ば
、
四
人
衆
大
き
に
噛
り
、
槍
の
鞘
を
は
ず
し

て
回
し
て
見
せ
候
え
ば
、
は
や
り
雄
の
者
と
も
胸
を
招
て
突
く
と
桶
ぢ
寄
り
候
え
ば
、
四
人
の
衆
後
し
さ
り
に
岡
部
殿
門
内
へ
入

（
後
略
）

②
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桂
を
廟
笑
す
る
行
為
に
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
百
姓
勢
の
こ
の
よ
う
な
言
動
は
、
百
姓
一
摸
と
い
う
「
非
日
常
」
の
空
間
を
ふ
ま
え
て

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
方
で
こ
う
し
た
言
動
か
ら
今
回
の
一
摸
に
対
す
る
人
び
と
の
正
当
性
意
識
を
垣
間
見
る
こ
と
も
で

そ
の
上
で
、
「
御
屋
形
」
か
ら
表
門
へ
向
か
っ
た
桂
が
百
姓
勢
か
ら
「
臆
病
士
共
妥
江
出
て
見
い
」
と
悪
口
さ
れ
、
「
口
惜
次
第
二
御

座
侯
」
と
述
べ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
（
傍
線
部
②
）
。
こ
こ
に
、
百
姓
勢
と
対
時
し
た
桂
の
心
性
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
百
姓
勢
は
い
っ
た
ん
家
老
岡
部
方
へ
引
き
退
い
た
桂
ら
に
対
し
て
「
逃
込
」
（
史
料
２
）
む
と
映
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
桂
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

で
あ
る
く
傍
線
部
①
）
。

募
り
候
、
口
惜
次
第
二
御
座
侯
（
後
略
）

因

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
桂
自
身
も
「
御
役
人
向
込
り
、
不
残
御
屋
形
江
引
取
候
」
Ⅱ
藩
役
人
は
逃
げ
込
ん
だ
と
百
姓
勢
か
ら
訶
酔
識
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
百
姓
勢
を
勢
い
づ
か
せ
る
要
因
に
な
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
の

〔
史
料
７
〕

（
前
略
）

候
よ
り
百
姓
之
方
勢
イ
付
キ
申
侯
、
馬
場
之
辺
二
暫
わ
や
ノ
ー
と
申
居
候
而
、
次
第
二
表
門
之
方
江
推
寄
申
侯
、
百
姓
共
ハ
兼
而

日
を
暮
シ
候
様
と
相
見
江
候
、
昼
之
内
ハ
悪
口
雑
言
申
侯
者
ハ
壱
人
も
無
之
侯
、
人
顔
見
江
不
申
候
段
二
成
、
御
役
人
を
貰
度
の

２
一

誰
々
を
呉
の
と
申
侯
由
、
然
共
表
門
江
可
付
と
ハ
不
存
候
得
共
、
相
手
二
成
候
も
の
無
之
候
二
こ
わ
ノ
ー
表
門
江
仕
懸
候
所
、
存

之
外
支
へ
候
も
の
無
之
、
候
二
付
、
十
分
二
百
姓
之
方
江
勢
を
取
切
、
臆
病
士
共
妥
江
出
て
見
い
な
と
、
申
様
二
飽
ま
て
悪
口
申

之
内
百
姓
共
相
手
二
相
成
候
も
の
無
之
様
子
二
相
聞
侯
、
依
之
百
姓
共
存
候
ハ
、
御
役
人
向
込
り
、
不
残
御
屋
形
江
引
取
候
と
存

日
之
暮
に
私
共
は
表
門
よ
り
御
屋
形
江
引
取
申
侯
、
九
郎
兵
衛
殿
も
一
先
御
屋
形
江
引
取
被
成
申
候
哉
、
此
所
二
而
暫

囚

（
「
小
遥
録
」
九
○
頁
）

，
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摸鎮圧策をめぐって宝暦１１年上田藩宝暦騒動における藩の対応－１８世紀の

百
姓
勢
の
前
に
出
る
に
出
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
心
と
い
う
の
で
は
な
く
、
「
武
士
」
と
し
て
の
自
負
心
か
ら
出
た
言
葉
で
あ
る
と
捉
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
「
口
惜
次
第
一
一
御
座
侯
」
に
は
、
武
士
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
潮
笑
や
悪
口
を
す
る
百
姓
勢
に
対
し
て

「
武
威
」
を
も
っ
て
鎮
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
〃
も
ど
か
し
さ
簿
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

２
｜
摸
鎮
圧
策
へ
の
批
判

で
は
、
桂
は
上
田
藩
宝
暦
騒
動
を
経
験
し
て
、
い
か
な
る
認
識
を
得
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
小
趨
録
」
に
は
、
「
去
冬
騒
動
之

節
茂
武
威
武
備
に
て
被
取
鎮
候
事
は
柳
茂
無
御
座
侯
」
（
九
○
頁
）
と
記
し
、
一
撲
時
の
藩
の
対
応
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
前
略
）
此
時
表
門
前
一
一
固
を
置
候
は
嵐
、
御
門
江
ハ
決
而
付
せ
申
間
敷
候
、
固
メ
ヲ
破
り
御
門
江
付
キ
可
申
候
ハ
、
、
其
時
ハ

無
是
非
鉄
砲
に
て
打
せ
可
申
候
、
打
候
而
少
も
不
苦
候
と
私
ハ
存
候
得
共
、
其
節
之
評
議
、
手
あ
ら
に
あ
し
ら
い
候
ハ
、
江
戸
江

も
可
出
か
と
の
気
道
に
て
候
由
、
何
事
に
も
不
案
内
成
事
に
て
候
、
拾
人
か
廿
人
ハ
江
戸
江
も
可
罷
出
候
、
あ
の
大
勢
道
中
何
を

給
江
戸
江
可
罷
出
哉
、
縦
江
戸
江
罷
出
候
而
も
少
も
不
苦
候
、
願
筋
ハ
聞
届
可
遣
と
申
候
二
不
聞
入
、
御
領
主
之
御
館
表
門
江
土

（
衿
）

百
姓
共
仕
懸
候
儀
は
一
一
一
口
語
同
断
不
届
至
極
二
付
、
武
門
之
習
い
不
及
是
非
打
払
申
候
と
申
上
候
二
公
儀
よ
り
茂
為
指
御
尤
メ
ハ
有

之
間
敷
義
と
存
候
、
殊
御
上
ハ
御
在
府
に
て
被
成
御
座
侯
ヘ
ハ
、
御
上
之
御
無
調
法
ニ
ハ
決
而
相
成
申
間
敷
義
二
存
候
、
御
留

｛
智
）

守
之
諸
士
一
統
二
蒙
御
尤
メ
を
候
共
、
曾
而
恥
二
相
成
候
に
て
ハ
有
之
間
敷
侯
」
（
後
略
）

桂
は
こ
こ
で
「
御
屋
形
」
の
表
門
の
警
護
の
不
備
を
批
判
し
、
警
護
を
備
え
て
い
れ
ば
「
御
屋
形
」
に
百
姓
勢
を
寄
せ
付
け
な
か
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
仮
に
そ
の
警
護
を
百
姓
勢
に
破
ら
れ
た
場
合
は
「
其
時
ハ
無
是
非
鉄
砲
に
て
打
せ
可
申
候
、
打
候
而
少
も
不
苦

候
」
と
鉄
砲
を
使
用
し
て
も
よ
い
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
「
手
あ
ら
に
あ
し
ら
い
候
ハ
、
江
戸
江
も
可
出
か
と
の
気
道
に
て
候
」
と

〔
史
料
８
〕
（
「
小
髭
録
」
九
一
頁
）
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以
上
、
宝
暦
二
年
上
田
藩
宝
暦
騒
動
に
お
け
る
藩
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

上
田
藩
宝
暦
騒
動
で
は
、
城
下
に
押
し
寄
せ
た
百
姓
勢
ら
は
城
内
二
の
丸
に
侵
入
し
、
藩
主
邸
宅
の
「
御
屋
形
」
や
家
老
岡
部
方
ま

で
押
し
寄
せ
、
門
扉
の
打
ち
破
り
や
矢
切
の
投
げ
入
れ
な
ど
の
実
力
行
使
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
藩
側
で
は
鉄
砲
の
使
用

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
切
の
武
力
行
使
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
鉄
砲
を
は
じ
め
と
し
た
武
具
の
装
備
の
動
き
な
ど
も

確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
注
目
す
べ
き
は
、
「
御
屋
形
」
内
へ
百
姓
勢
を
入
れ
さ
せ
て
、
彼
ら
を
納
得
さ
せ
た
上
で
帰
村
さ

せ
る
計
画
が
評
議
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

最
後
に
、
桂
が
今
回
の
一
摸
は
鉄
砲
を
使
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
し
、
仮
に
お
答
め
が
あ
り
、
留
守
の
家
中
が
一
統
に
お
答
め
を
受

け
た
と
し
て
も
、
「
曾
而
恥
一
一
相
成
候
に
て
ハ
有
之
間
敷
侯
」
と
述
べ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
こ
こ
で
桂
は
「
御
屋
形
」
を
守
る

た
め
、
鉄
砲
を
使
用
し
て
お
答
め
を
う
け
る
こ
と
は
「
恥
」
で
は
な
い
と
述
べ
る
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
方
で
、
今
回
の
自

ら
の
行
為
が
武
士
と
し
て
恥
ず
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

藩
上
層
部
が
幕
府
を
視
野
に
入
れ
、
百
姓
勢
に
対
し
て
穏
便
な
対
応
を
と
っ
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
に
み
た
武
士
と
し
て
の
今
も
ど
か
し
さ
。
の
要
因
は
こ
こ
に
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
藩
上
層
部
の
「
幕
府
を
視
野
に
入
れ
た
穏
便

な
対
応
」
と
い
う
百
姓
勢
に
対
す
る
上
田
藩
の
姿
勢
が
、
桂
の
行
動
を
規
制
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
武
士
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
武
威
」
を
も
っ
て
鎮
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
、
百
姓
勢
と
対
峠
し
た
際
、
桂
に
武
士
と
し
て
の
今
も

ど
か
し
さ
鯵
を
生
ま
せ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
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１８世紀の－摸鎮圧策をめぐって宝暦１１年上田藩宝暦騒動における藩の対応

こ
う
し
た
上
田
藩
の
対
応
の
背
景
と
し
て
は
、
第
一
に
、
百
姓
勢
が
鉄
砲
を
は
じ
め
と
し
た
武
器
を
携
行
・
使
用
し
て
い
な
い
こ
と

Ⅱ
百
姓
勢
の
非
暴
力
に
そ
の
要
因
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
幕
府
の
存
在
に
よ
っ
て
武
力
行
使
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
側
面

が
あ
る
こ
と
も
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
安
藤
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
当
該
時
期
の
幕
府
と
諸
藩
の
間
に
は
、
鉄
砲
使
用
は
幕

中
顔

府
が
許
諾
を
与
覺
え
る
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ
り
、
そ
れ
が
藩
側
の
発
砲
を
抑
制
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
幕
府
の
抑
制
も
百

姓
一
摸
の
非
暴
力
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
意
味
で
い
え
ば
上
田
藩
の
対
応
は
、
百
姓
一
楼
の
「
作
法
」
が
存
在

し
た
一
八
世
紀
に
固
有
の
領
主
的
対
応
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

｜
方
で
、
｜
摸
鎮
圧
の
担
当
者
と
し
て
、
百
姓
勢
と
対
時
し
た
郡
奉
行
桂
覚
右
衛
門
が
、
武
士
と
し
て
の
今
も
ど
か
し
さ
鯵
を
感
じ

て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
今
回
の
上
田
藩
宝
暦
騒
動
は
。
摸
」
Ⅱ
武
装
蜂
起
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
要
求
に
求
づ
く
「
強

訴
」
で
あ
り
、
ゆ
え
に
武
力
行
使
を
抑
制
し
た
も
の
の
、
結
果
と
し
て
「
御
屋
形
」
付
近
ま
で
百
姓
勢
の
侵
入
を
許
す
こ
と
と
な
り
、

桂
は
藩
上
層
部
の
幕
府
を
視
野
に
入
れ
た
穏
便
な
対
応
を
批
判
し
た
。
こ
う
し
た
藩
の
上
層
部
に
対
す
る
桂
の
批
判
に
は
、
「
武
士
」

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
武
威
」
を
も
っ
て
鎮
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
矛
盾
の
存
在
が
指
摘
で
き
る
。
一
九
世
紀
に
入
る

と
、
幕
府
の
許
可
を
待
た
ず
に
藩
個
々
の
判
断
で
発
砲
す
る
事
例
が
増
加
し
、
ま
た
発
砲
要
件
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

＊
笏

い
る
。
桂
の
事
例
は
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
藩
の
鎮
圧
行
為
の
変
化
を
考
え
る
際
に
、
｜
侯
と
対
時
し
て
鎮
圧
す
る
武
士
た
ち
の
、
心
性

の
問
題
を
議
論
に
組
み
込
む
必
要
性
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

幕
藩
領
主
に
お
け
る
百
姓
一
摸
鎮
圧
策
の
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
の
変
化
を
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
成
果
を
ふ
ま
え
て
鎮

圧
す
る
武
士
た
ち
の
心
性
の
問
題
か
ら
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
次
な
る
課
題
と
な
る
。

＊
１
薮
田
貫
「
国
訴
と
百
姓
一
摸
の
研
究
」
（
校
倉
轡
一
房
、
一
九
九
二
年
）
、
保
坂
智
「
百
姓
一
摸
と
そ
の
作
法
」
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
一
一
年
）
、
同

1２３
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＊
８
横
山
十
四
男
「
義
民
伝
承
の
研
究
」
（
一
一
二
書
房
一
九
八
五
年
）
。

＊
９
横
山
十
四
男
「
上
田
藩
農
民
騒
動
史
」
（
増
補
新
版
、
平
林
堂
書
店
、
一
九
八
一
年
）
。

＊
Ⅲ
水
野
哲
「
上
田
藩
宝
暦
騒
動
に
関
す
る
新
史
料
二
）
」
（
「
信
州
史
学
」
一
○
号
、
一
九
八
五
年
）
、
同
「
上
田
藩
宝
暦
騒
動
に
関
す
る
新
史
料

（
二
）
」
（
「
信
州
史
学
」
一
一
号
、
’
九
八
六
年
）
。

＊
、
「
上
田
市
誌
歴
史
編
９
近
世
の
農
民
生
活
と
騒
動
」
（
上
田
市
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
、
一
一
○
○
三
年
）
。

＊
胆
以
下
、
「
小
遥
録
」
・
「
私
議
政
事
録
」
に
つ
い
て
は
同
前
水
野
論
文
収
録
史
料
を
使
用
し
た
。
引
用
に
際
し
て
は
本
文
中
に
同
論
文
の
頁
番
号
を
示

＊
２
深
谷
克
己
「
轡
評
保
坂
智
箸
「
百
姓
一
摸
と
義
民
の
研
究
」
」
（
「
日
本
史
研
究
」
五
一
一
一
八
、
二
○
○
七
年
）
。

＊
３
拙
稿
「
百
姓
一
摸
の
保
障
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
変
容
」
（
「
講
座
東
北
の
歴
史
１
争
い
と
人
の
移
動
」
清
文
堂
出
版
、
二
○
｜
二
年
）
。

＊
４
中
島
明
「
一
摸
鎮
圧
と
鉄
砲
の
使
用
に
つ
い
て
Ｉ
高
崎
藩
一
摸
禁
令
と
そ
の
内
容
ｌ
」
（
「
地
方
史
研
究
」
二
一
九
、
一
九
七
四
年
）
。
同
「
｜
摸
鎮
圧

と
鉄
砲
の
使
用
に
つ
い
て
ｌ
天
明
三
年
・
川
越
藩
前
橋
分
領
一
摸
の
場
合
ｌ
」
（
「
歴
史
評
論
」
三
一
一
一
、
一
九
七
六
年
）
。
同
「
老
中
松
平
輝
高
と
西
上

州
絹
一
撲
－
百
姓
一
摸
と
高
崎
藩
鉄
砲
使
用
原
則
Ｉ
」
（
「
高
崎
市
史
研
究
」
二
、
一
九
九
一
一
年
）
。

＊
５
小
椋
喜
一
郎
「
百
姓
一
摸
に
お
け
る
鉄
砲
の
あ
り
方
ｌ
明
和
六
年
令
を
中
心
に
」
（
「
歴
史
評
論
」
五
一
九
、
一
九
九
三
年
）
。

＊
６
安
藤
優
一
郎
「
百
姓
一
摸
に
お
け
る
鉄
砲
相
互
不
使
用
原
則
の
崩
壊
」
（
「
歴
史
学
研
究
」
七
一
三
、
一
九
九
八
年
）
。

＊
７
横
山
十
四
男
「
上
田
藩
農
民
騒
動
史
」
（
上
田
小
県
資
料
刊
行
会
、
一
九
六
八
年
）
。
な
お
、
以
下
の
上
田
藩
宝
暦
騒
動
の
記
述
は
註
記
が
無
い
限
り

す
｡

本
書
を
参
照
し
て
い
る
。

二
○
○
二
年
）
な
ど
。

「
百
姓
一
摸
と
義
民
の
研
究
」
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
六
年
）
、
須
田
努
「
悪
党
の
一
九
世
紀
民
衆
運
動
の
変
質
と
近
代
移
行
期
」
（
青
木
轡
店
、

「
上
田
原
町
問
屋
日
記
宝
暦
Ｌ

前
掲
「
上
田
原
町
問
屋
日
記
」
。

「
信
州
上
田
領
内
百
姓
騒
動
聞
合
書
」
（
「
越
佐
砿
轡
」
一
二
巻
、
野
島
出
版
、
’
九
七
七
年
、
二
四
六
頁
）
。

「
騒
働
御
吟
味
諸
事
覚
書
」
（
「
長
野
県
史
」
近
世
史
料
編
一
（
二
）
、
一
九
七
二
年
、
六
一
五
頁
）
。

「
上
田
縞
崩
格
子
」
（
「
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
」
六
巻
、
三
一
轡
房
、
’
九
六
八
年
、
一
八
八
頁
）
。

「
上
田
原
町
問
屋
日
記
宝
暦
十
一
年
覚
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
写
真
版
）
。
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2６２５
＊
Ⅲ
前
掲
小
椋
論
文
、
中
島
論
文
。

＊
皿
元
禄
三
年
延
岡
藩
の
逃
散
で
は
、
領
主
側
の
悩
報
収
集
活
動
の
多
く
は
鉄
砲
の
問
題
に
関
心
が
慨
か
れ
て
い
る
。
（
村
井
早
苗
「
「
山
陰
一
摸
」
を
め

ぐ
る
燗
報
収
災
活
動
」
「
歴
史
評
論
」
四
一
八
、
一
九
八
五
年
）
。

＊
躯
当
該
時
期
の
「
｜
摸
」
・
「
強
訴
」
認
識
に
つ
い
て
は
、
保
坂
智
「
百
姓
一
摸
」
（
「
岩
波
講
座
日
本
通
史
」
一
三
巻
、
’
九
九
四
年
、
岩
波
書
店
）

参
照
（
前
掲
保
坂
「
百
姓
一
摸
と
義
民
の
研
究
」
収
録
）
。

＊
型
「
上
田
騒
動
実
記
」
（
「
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
」
六
巻
、
三
一
書
房
、
’
九
六
八
年
）
。

＊
四
深
谷
克
己
「
増
補
改
訂
版
百
姓
一
摸
の
歴
史
的
構
造
」
（
校
倉
讐
房
、
一
九
八
六
年
）
。

＊
釦
前
掲
小
椋
論
文
、
安
藤
論
文
。

＊
旧
上
田
藩
宝
暦
騒
動
の
出
立
・
得
物
と
し
て
は
、
「
さ
し
子
綴
」
を
着
て
、
藁
蓑
に
身
を
隠
す
、
斧
、
錨
、
鎌
、
長
い
竹
に
鳶
口
を
付
け
た
も
の
が
確

認
で
き
る
（
「
私
議
政
事
録
』
。

「
上
田
騒
動
実
記
」

前
掲
安
藤
論
文
。

前
掲
安
藤
論
文
。

巧


